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し っ ち じ ょ う や く世 界 の 湿 地 を 守 る ラ ム サ ー ル 条 約 に 登 録 さ れ た
み だ立 山 弥 陀 ヶ 原 ・ 大 日 平 湿 原
太 田 道 人 （ 富 山 市 科 学 博 物 館 ）r 心 ら う し ど う佐 藤 武 彦 （ 環 境 省 自 然 公 国 指 苺 呈 ）
国 際 的 に 重 要 な 湿 地 を 守 っ て い く 「 ラ ム サ ー
ル 条 約 」 に 、 立 山 弥 陀 ヶ 原 ・ 大 日 平 が 201 年 7
月 3 日 、 富 山 県 内 で は じ め て 登 録 さ れ ま し た 。
• C ・;af/ .  登 録 地 の 大 部 分 は 亜 高 山 の 湿 原 と な っ て い て
（ 表 紙 写 其 ） 、 日 本 の 登 録 湿 地 の 中 で は 巌 も 標 高
の 高 い 場 所 の も の と な り ま し た 。
登 録 湿 地 と な っ た こ と で 何 が ど の よ う に 変 わ
る の で し ょ う か 。 条 約 が 目 指 し て い る こ と や 固
際 的 に 里 要 な 湿 地 の 意 味 、 さ ら に 立 山 弥 陀 ヶ
； く ら "原  ・ 大 日 平 の 自 然 の 特 徴 な ど に つ い て ご 紹 介 し
ま す 。
■ ラ ム サ ー ル 条 約 と は
湿 地 を 守 る こ と を 取 り 決 め た 国 際 的 な 約 束 で
9 が たす 。 湿 地 と は 湖 や 池 、 湿 原 、 水 田 、 千 潟 な ど 、
常 に 水 で う る お っ て い る 場 所 の こ と で す 。 湿 地
こ ん ら . ,に は 多 く の 植 物 が 生 育 す る ほ か 、 昆 虫 類 や 魚 類 、
ぶ ： . ' さ , . ,.' 、ヽ両 生 類 、 哺 乳 類 、 烏 類 、 菌 類 、 細 菌 類 な ど が い
ふ ヽ $ ' , ら し さ , < C  て 、 た が い に 複 雑 に 関 係 し あ っ て そ の 地 域 独 自
""'''い" の 生 態 系 を 作 っ て い ま す 。
, 、, . 、, • 
図 1 国 項 を 越 え て 渡 リ を す る オ オ ハ ク チ ョ ウ
（ 摺 彩 地 ， 富 山 市 ）
条 約 の 正 式 な 名 前 は 「 特 に 水 烏 の 生 息 地 と し
て 国 際 的 に 重 要 な 湿 地 に 関 す る 条 約 」 と い  い ま
す 。 湿 地 の 生 態 系 の 中 で も 、 ハ ク チ ョ ウ や カ モ 、
シ ギ 、 チ ド リ 、 サ ギ な ど 水 烏 の 多 く は 国 境 を 越
え て 渡 り を す る の で 、 経 由 す る 国 の 湿 地 が 減 っ
て し ま う と た い へ ん 大 き な 影 遷 を 受 け る お そ れ
が あ り ま す 。 そ こ で 、 世 界 中 で 協 力 し て 動 植 物
に と っ て 大 車 な 湿 地 を 守 っ て い こ う と 、 197 年
に イ ラ ン 北 部 の カ ス ピ 海 沿 岸 の 湿 地 の 広 が る 町
ラ ム サ ー ル で こ の 条 約 が 結 ば れ ま し た 。
二  う
条 約 の 効 力 は 1975 年 に 始 ま り 、 日 本 は 19 80 年'"りつに 加 盟 し ま し た （ 条 約 は 国 内 に お い て は 法 律 と
同 じ 効 力 を も ち ま す ） 。 20) 年 8 月 6 日 現 在 の
加 盟 国 数 は 162 カ 国 。 登 録 さ れ て い る 湿 地 の 数
は 世 界 に 2046 カ 所 あ り 、 こ の 中 に 日 本 の 混 地 が
46 カ 所 含 ま れ て い ま す （ 表 1 ・ 図 2) 。
国 内 の 有 名 な 登 録 湿 地 と し て は 、 国 内 最 大 の
"  湿 原 で ク ン チ ョ ウ の 生 息 地 で も あ る 北 海 道 「 釧
表 1 世 界 の 主 な ラ ム サ ー ル 湿 地
(201 年 8 月 6 日 現 在 ）
湿 地 の 名 前 国
ロ ー モ ン ド 湖 イ ギ リ ス
レ マ ン 湖 ス イ ス ・ フ ラ ン ス
ド ニ ャ ー ナ 国 立 公 園 ス ペ イ ン
オ カ パ ン ゴ ・ デ ル タ ポ ツ ワ ナ
エ パ ー グ レ ー ス 国 立 公 世 ア メ リ カ 合 衆 国
パ ン タ ナ ー ル 自 然 保 護 区 プ ラ ジ ル
ラ グ ナ ・ コ ロ ラ ダ ポ リ ピ ア
ウ ッ ド ・ バ ッ フ ァ ロ ー 国 立 公 向 カ ナ ダ
ヒ ガ ン ス キ ー 自 然 保 誰 区 ロ シ ア
這 ゴ マ 7 ア ザ ラ シ g 然 保 巽 区 中 国
キ ナ バ タ ン ガ ン 川 ~. マ レ ー シ ア・ ヤ ガ マ 川 下 流 域 湿 地
な ど 2046 カ 所
と や ま と!' ! 然 No.t:19 2 0 1 ~ , ' -
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図 2 日 本 の ラ ム サ ー ル 湿 地
2012 年 8 月 6 日 現 在 、 46 カ 所 。 大 き <IJI/) ● 印 は
2012 年 7 月 31:l に 登 録 さ れ た 9 カ 所 。
（ 環 境 省 パ ン フ レ ッ ト 「 ラ ム サ ー ル 条 約 と 条 約 湿 地 」
207.3 に 加 登 ）
,  '  ・・路 湿 原 Jや マ リ モ で 有 名 な 「 阿 寒 湖 J 、 日 本 敢 大
の 湖 で そ こ だ け に し か い な い 魚 の 種 類 が 多 い 滋
賀 県 の 「 琵 琶 湖 」 、 福 島 ・ 新 潟 ・ 群 馬 県 に ま た が
る 本 州 最 大 の 高 居 湿 原 f尾 酒 」 な ど が あ り ま す 。■ 立 山 弥 陀 ヶ 原 ・ 大 日 平 が 至 録 さ れ た 理 由
立 山 弥 陀 ヶ 原 ・ 大 日 平 （ 図 3 、 4) は 訪 れ る... 
水 烏 こ そ 少 な い で す が 、 「 餓 鬼 の 田 」 と 呼 ば れ る
小 さ な 池 が 10 個 以 上 点 在 す る 広 大 な 亜 寒 帯 性
の 湿 原 が あ る こ と 、 国 指 定 の 特 別 天 然 記 念 物 で
.々,, 、 さ_,. ,,_, 
絶 務 危 惧 種 の ラ イ チ ョ ウ や 国 内 希 少 野 生 勁 物 種
の イ ヌ ワ シ 、 ハ ヤ プ サ な ど の 生 息 地 と な っ て い
る こ と 、 希 少 な 植 物 や 昆 虫 が い る こ と な ど が 重
要 で あ る と さ れ て 、 2012 年 7 月 3 日 に 新 た に ラ
ム サ ー ル 湿 地 の 仲 間 入 り を し た の で す 。■ 自 然 の 特 徴
立 山 弥 陀 ヶ 原 ・ 大 日 平 は 、 3000 111 級 の 高 山 か
ら 続 く な だ ら か な 弥 陀 ヶ 原 台 地 の 上 に 広 が っ て
い ま す （ 図 5) 。 台 地 は 立 山 火 山 が 10 万 年 前 か ら
ふ ヽ ‘  何 度 か 哨 火 し た 時 に 出 た 火 山 灰 や 軽 石 が 大 単 に
稜 も っ て で き た 斜 面 で 、 東 か ら 西 に 向 か っ て 約- <  
12km 続 い て い ま す 。 渓 谷 を 流 れ る 水 は 台 地 の
. .  ,  み , .  
末 端 で 日 本 一 の 落 差 (350m) を も つ 称 名 滝 と
な っ て 落 ち て い き ま す 。., ... 
登 録 さ れ た 範 囲 の 擦 高 は 、 中 心 部 分 が 約 1 800m
で 、 巌 も 高 い 所 が 天 狗 乎 の 下 で 2101 、 最 も 低
い 所 が 祢 名 滝 の 下 流 個 で 10 40m で す 。 亜 寒 帯 に
あ る ゆ る や か な 斜 面 が 年 間 5000mm を こ え る 降
水 呈 （ 半 分 以 上 は 雪 ） に う る お さ れ る こ と で 、 そ の
大 部 分 は 雪 田 草 原 ． と 呼 ば れ る 湿 原 に な っ て い.'. ま す 。 斜 面 と 渓 谷 に は 針 葉 樹 林 が 育 っ て い ま す 。
っ て い 1, 残 召 力 哨 え た 餃 1こ で き る 京 印
雪 が と け た 夏 の 弥 陀 ヶ 原 は と て も 開 放 的 で す 。
. .  
. . .   逼 、. .  ー 一図 3 ラ ム サ ー ル 条 約 歪 録 湿 地 と な っ た 範 囲 束 百 約 3km 、 内 北 約 l.5km l/JoleV 訳 で 面 閏 は 574ha 。
3  と や i と f m No.l:IS 匹 It
が さ図 4 否 田 草 際 に 点 在 す る 「 餞 鬼 の 田 」
後 方 は 大 日 岳 。
餓 鬼 の 田 が 点 在 す る 広 大 な 草 原 は 、 ワ タ ス ゲ や,,, 
ゼ ン テ イ カ 、 イ ワ シ ョ ウ プ な ど の 花 に 次 々 と 彩
ら れ て い き ま す 。 夏 烏 の メ ポ ソ ム シ ク イ や ル リ
ビ タ キ 、 コ マ ド リ な ど も 元 気 に 活 勁 し 、 上 空 を
.  " ・ る．．ハ ヤ プ サ や ハ チ ク マ な ど の 猛 禽 類 が 舞 い ま す 。,, .- _, ぅ,,_.,._
秋 は 白 く 雪 化 粧 し た 山 々 を 背 景 に ナ ナ カ マ ド
や ヤ マ ウ ル シ の 赤 色 、 ダ ケ カ ン バ や ヌ マ ガ ヤ の
L  
費 色 、 オ オ シ ラ ビ ソ や チ マ キ ザ サ の 緑 色 が 織 り
ト ざ こ;,; ぇ 五 ヽ
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図 6 ワ タ ス ゲ
細 長 い 茎 の 先 に 白 い 綿 の よ う な 実
を つ け る ス ゲ q;f111u11 。
図 5 3000m 級 の 為 山 か ら 絨 ＜ 弥 陀 ヶ 原 台 地
手 前 は 称 名 滝 。
開 し ま す 。 ,,・,、.
一 転 し て 冬 の 弥 陀 ヶ 原 は 強 烈 な 風 香 に 閉 ざ さ
れ ま す 。 平 坦 地 に は 5 m ~ 6 m の 雪 が 棺 も り ま
す が 、 北 西 か ら の 季 節 風 が 強 く 当 た る 丘 の 上 で
は わ ず か 1 m 、 吹 き だ ま り と な る 谷 底 で は 20 m
. .  •. と 2
を 超 え ま す 。 こ の 結 果 、 平 坦 地 に は 湿 原 、 丘 に
は ハ ッ コ ウ ダ ゴ ヨ ウ の 低 木 林 、 谷 底 の 綽 憾 に は
サ ン カ ヨ ウ や ミ ヤ マ シ シ ガ シ ラ な ど 日 本 海 側 の
多 雪 地 特 有 の 植 物 が 育 っ て い ま す 。
図 7 ゼ ン テ イ カ
双 の 草 駆 を 華 や か に 彩 る 多 年 草 ．1 つ の 花 は 2111111 咲 い て い ま す 。 別 名 ニ ッ コ ウ キ ス ゲ 。
と や よ.= (I ~ No.139 201 ＇  
図 8 イ ワ シ ョ ウ プ の 花 と 実
小 さ な 白 い 花 が プ ラ シ 状 に 第 ま っ て 咲 き ま す 。
白 い 花 弁 は や が て 赤 く な り ま す 。
茎 を さ わ る と べ と ぺ と し ま す 。
図 9 早 春 の 弥 陀 ヶ 原
場 所 に よ っ て 摂 舌 旦 が 大 さ く 異 な る こ と が 、 呑 が
訪 れ る 時 期 の 差 と な っ て 現 れ ま す 。
地 形 の ち ょ っ と し た 凹 凸 で も 、 多 呈 の 雪 と 季,  .. ,  
節 風 が 加 わ る こ と で 積 雪 呈 に 大 き な 但 り が で き 、
"''●― 
二 を よ ，
こ れ が 雪 解 け 時 期 の 差 と な っ て 植 物 に 影 蓉 す る,, ,、,
の で 、 場 所 ご と の 植 生 の 違 い が 際 立 っ て く る の
で す 。 地 形 と 気 象 条 件 の 様 々 な 組 み 合 わ せ が あ
る こ と が 、 弥 陀 ヶ 原 ・ 大 H 平 の 自 然 環 境 の ベ ー
ス と な っ て い て 、 こ の 地 の 生 物 多 様 性 を 支 え て
い ま す 。
ラ ム サ ー ル 条 約 に 登 録 さ れ た エ リ ア は 、 も と
も と 中 部 山 岳 国 立 公 固 の 特 別 保 護 地 J{ ・で あ る こ
と に 加 え 、 国 指 定 鳥 獣 保 護 区 （ 弥 陀 ヶ 原 は 国 指
定 烏 獣 保 誨 区 立 山 特 別 保 随 地 区 ） 、 祢 名 滝 は 国
指 定 名 勝 天 然 祀 念 物 と 、 す で に 厳 屯 に 保 詭 さ れ
て い る の て 、 登 緑 を 税 に 沿 IJ 約 が 増 え る こ と は あ
り ま せ ん 。
● ラ ム サ ー ル 条 約 登 録 湿 地 と し て 目 指 す こ と
ラ ム サ ー ル 条 約 に 登 録 さ れ た こ と は 、 立 山 弥
陀 ヶ 原 ・ 大 日 平 が 、 世 界 の 人 と 協 力 し て 守 っ て
い く 湿 地 の 仲 間 入 り を し た こ と に な り ま す 。
ラ ム サ ー ル 条 約 が 目 指 し て い る の は 、 湿 地 の,. •, 
自 然 環 境 を 守 り な が ら 、 そ の 価 値 が な く な ら な
2 『 .
い よ う に 資 く 利 用 し て い く こ と で す 。 湿 地 の こ
と を 学 習 す る 機 会 を 増 や し て い く こ と も 求 め て
い ま す 。
こ の 登 録 を 機 に 、 国 際 的 に 注 目 度 が 上 が っ て
観 光 に 来 る 人 が 増 え る こ と で し ょ う 。 ど う す れ
ば 湿 地 の 環 境 を 守 っ て い け る の か み ん な で 考 え
る こ と が 大 車 で す 。 湿 地 の 一 部 を つ ぶ し た り 勁
植 物 を 採 っ た り す る こ と の な い よ う に す る の は
" も ち ろ ん 、 訪 れ る 人 に 心 地 よ く 自 然 に 溶 け 込 ん
で い た だ き 、 楽 し い 体 験 を し て そ の 場 所 を 大 事
に 思 っ て も ら う こ と も 自 然 を 守 る 力 と な っ て い
く で し ょ う 。 み な さ ん も ぜ ひ 弥 陀 ヶ 原 を 訪 れ て 、
変 化 に 宮 ん だ 岳 色 や 花 の き れ い な 高 山 植 物 、 生
き 生 き と し た 動 物 に 出 会 っ て 、 「 初 め て 見 た ! J  
体 駿 を し て く だ さ い 。 立 山 に は 、 自 然 を 案 内 し
て く れ る 人 が た く さ ん い る の も 心 強 い で す よ 。
図 10 弥 陀 ヶ 臣 を 訪 れ た 人 に 自 然 解 説 を し て く れ る
冨 山 魚 自 然 解 説 目 （ナ チ ュ ラ リ ス ト ）
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